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補助事業番号  27-1-028 

補助事業名  平成27年度 自転車安全利用等、自転車と人にやさしい健康で安全な社

会作りを推進する事業 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人日本サイクリング協会 

 

1 補助事業の概要 

(1)事業の目的 

身体を動かして感じる風や生涯スポーツとしての楽しいサイクリング、社会ルールとし

ての道路交通法を遵守し譲り合うマナーを実践できる正しいサイクリングの普及を通じ

て健康で安全な社会づくりを目指す。 

(2)実施内容 

  https://www.j-cycling.org/about/teach.html 

 1 指導者の育成等事業 

  サイクリング・リーダー養成講習会を茨城県サイクリング協会主管により平成27年5月

9日-10日水戸市、沖縄県サイクリング協会主管により平成28年1月9日-10日那覇市、北海

道サイクリング協会主管により平成28年2月日13日-14日室蘭市、熊本県サイクリング協

会主管により平成28年3月12日-13日熊本競輪場、宮崎県サイクリング協会主管により平

成28年3月6日宮崎市において各々開催し、合計71名が講習修了し、認定された。 

○講習会の様子 

・北海道室蘭市会場 21名受講の様子 
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・茨城県水戸会場 16 名受講の様子            水戸市内で実走研修 

  

 

・熊本県熊本競輪場会場 14 名受講の様子 

  

 

・宮崎県宮崎市会場 4 名受講の様子 

  

 2 サイクリング大会開催事業（全国サイクリング大会） 

https://www.j-cycling.org/event/list.html#japan 

  青森県サイクリング協会主管により、平成27年8月29日～30日に七戸青森から奥入瀬渓

谷を経由し十和田湖畔までを「あおもりグリーンライドサイクリングフェスタ」とし

て開催し、参加者数420名で、全国各地から参加してきたサイクリストにより県外交流

https://www.j-cycling.org/event/list.html#japan
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が図れ、安全・安心な大規模サイクリング大会を提供することができた。 

○全国サイクリング青森大会の様子 

  

 3 サイクリング大会開催事業（ブロックサイクリング大会） 

https://www.j-cycling.org/event/list.html#japan 

  本会サイクリング公認指導者を擁する地方協会の主管により、全国３ブロックにおい

て安全・安心なサイクリング大会を提供することができた。 

  なお、競輪補助事業として計画されていた、関東甲信越、中部日本、近畿の各ブロッ

クサイクリング大会も開催されたが、自主事業に変更されたため報告から除外した。 

主管協会名 大会名称 開催場所 参加数 開催日 

北海道ＣＡ 第 53 回全道ｻｲｸﾘﾝｸﾞ札幌大会 in とうべつ 札幌市周辺 236 9/5-6 

福岡県ＣＡ 第 50 回九州ﾌﾞﾛｯｸｻｲｸﾘﾝｸﾞ大会 inFukuoka 福岡市周辺 190 11/14-15 

広島県ＣＡ 第 40 回中国・四国ﾌﾞﾛｯｸｻｲｸﾘﾝｸﾞ大会 鞆の浦周辺 125 9/20-21 

合  計 3 大会  551 名  

○ブロックサイクリング大会の様子 

・北海道札幌大会            ・中国四国鞆の浦大会 

  

 

 

 4 サイクリング大会開催事業（県サイクリング大会） 

https://www.j-cycling.org/event/list.html#japan  本会サイクリング公認指導者を

擁する地方協会の主管により、県サイクリング及びサイクルスポーツ大会を８地区で

https://www.j-cycling.org/event/list.html#japan
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開催したことにより様々な形態の安全・安心で手軽に参加できるサイクリング大会を

全国各地で提供することができた。 

主管協会名 大会名称 開催場所 参加数 開催日 

網走ＣＡ 2015 ｵﾎｰﾂｸｾﾝﾁｭﾘｰﾗｲﾄﾞ網走大会 網走市 38 6/12 

網走ＣＡ ｵﾎｰﾂｸﾗｲﾝ・ﾗｲﾄﾞ 550 網走市 44 7/9-13 

札幌ＣＡ 2015 ｾﾝﾁｭﾘｰﾗﾝ Sapporo 札幌市 128 6/7 

新潟県ＣＡ 変り種自転車試乗会 新潟市 100 10/12 

三重県ＣＡ 第 38 回三重県サイクリング大会 in 美杉 津市 23 9/6 

京都ＣＡ 京都サイクルマラソン 京都市周辺 85 9/13 

和歌山県ＣＡ おはようサイクリング大会 御坊市 320 8/16-20 

岡山県ＣＡ ひるぜんサイクル 2015MTB 真庭市周辺 67 7/12 

徳島県ＣＡ 第 30 回徳島吉野川センチュリーラン大会 徳島市周辺 191 10/11 

愛媛県ＣＡ 愛媛ライド 2015 伊予市 200 9/6 

宮崎県ＣＡ skyride 宮崎 IN にちなん 日南市周辺 75 5/10 

合  計 11 大会  1271 名  

○県サイクリング大会の様子 

・ｾﾝﾁｭﾘｰﾗﾝSapporo 

  
・岡山ひるぜん大会 
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 5 特別普及奨励事業（蔵王ヒルクライム大会） 

http://j-cycling.org/zao/ 

  増加する東北地区を中心とした自転車愛好者の様々なニーズに応じるとともに地域振

興策としてのサイクリングイベントの模範、基盤となる大会を平成２７年５月に計画

したが、蔵王の地震活動が活発化の影響により開催を中止した。 

 

 6 特別普及奨励事業（Ｍｔ．ＦＵＪＩエコサイクリング大会の開催） 

http://fujieco.j-cycling.org/ 

  平成２７年９月５日（土）に１，０９８名の受付の後にエコプログラムを行い、６日

（日）にサイクリング大会を行って環境負荷の殆ど無い自転車に乗車して富士山麓を

走ることにより、自然保護の意識を高めるとともに、広域に亘る地域活性化を促進す

ることができた。 

○大会の様子 

・９月５日受付の様子 

  

 

・９月５日ステージイベント 

  

 

http://j-cycling.org/zao/
http://fujieco.j-cycling.org/
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・９月６日スタート様子 

  

 

 7 特別普及奨励事業（耐久自転車競技大会） 

http://tsukuba-taikyu.j-cycling.org/index.html 

  1 チーム 3-5 名で発信機をバトン代わりに走る耐久サイクリング大会を「2015 全日本 9

時間耐久サイクリング inつくば」として茨城県下妻市の筑波サーキットにおいて、307

チーム、1128 名を集めて開催し、自分の力がスピードに変わる自転車の爽快感を他の

交通に阻害されること無く体験でき、且つ、仲間と協働して成し遂げる達成感を味わ

える場として、更には手軽に自転車競技の楽しさを広く知らしめる場を提供できた。 

○大会の様子 

・大会バナー メインストレート前     ・大会バナー コントロールタワー背面 

  

・発走前ライダーブリーフィング      ・スタートの様子 

  

http://tsukuba-taikyu.j-cycling.org/index.html
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・会場の様子               ・9時間を存分に楽しんだ仲間達 

  

 

 8 神宮外苑サイクリングコース運営事業 

https://www.j-cycling.org/jingu.html 

  都心の中心地である神宮外苑の周回コースを毎日曜・祝祭日に自動車の交通規制を実

施（年間55回）して、自転車を無料で貸出し、サイクリングを楽しんで貰うとともに、

児童・幼児等を中心に、無料の乗り方教室を開催することにより、サイクリングの普

及啓発に寄与することができた。 

○運営状況は以下のとおり。 

開催日 利用者数合計 貸出車 持込車 受講者数 備考 

2015/4/5 0  0  0  0  雨のため中止 

2015/4/12 852  693  159  110    

2015/4/19 588  474  114  110  ｵｽﾞﾏｶﾞｼﾞﾝｳｪﾌﾞｻｲﾄ掲載 

2015/4/26 1,103  716  387  110  銀杏並木：東京ｱｰｽﾃﾞｲ自転車ﾗｲﾄﾞ 

2015/4/29 771  523  248  110    

４月計 3,314  2,406  908  440    

2015/5/3 891  654  237  116    

2015/5/4 716  489  227  115    

2015/5/5 1,337  537  800  93  絵画館前、自普協自転車月間催事 

2015/5/6 1,344  94  1,250  91  ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾊﾞｲｸｲﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ開催 

2015/5/10 961  712  249  117  ﾗｲﾄﾞ青山、ｵｽﾞﾓｰﾙ情報ｻｲﾄ掲載 

2015/5/17 953  649  304  114  ﾗｲﾄﾞ青山、E ﾃﾚ「ﾑｼﾞｶﾋﾟｯｺﾘｰﾉ」撮影 

2015/5/24 821  605  216  119    

2015/5/31 776  593  183  113    

５月計 7,799  4,333  3,466  878    

2015/6/7 742  535  207  119  
 

2015/6/14 0  0  0  0  雨のため中止 

https://www.j-cycling.org/jingu.html
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2015/6/21 0  0  0  0  
雨の為中止 

おやこで自転車はじめてブック（こども未来社）発売 

2015/6/28 818  633  185  121  文化放送ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ放送 

６月計 1,560  1,168  392  240    

2015/7/5 0  0  0  0  雨のため中止、7/2 るるぶ．Com掲載 

2015/7/12 657  459  198  115    

2015/7/19 403  247  156  83    

2015/7/20 306  150  156  54    

2015/7/26 312  157  155  52  ﾗｲﾄﾞ青山 

７月計 1,678  1,013  665  304    

2015/8/2 290  127  163  43  
 

2015/8/9 435  185  250  52    

2015/8/16 439  224  215  60  
 

2015/8/23 450  235  215  64    

2015/8/30 104  41  63  24  
8/30 神宮球場（乃木坂 46 ｺﾝｻｰﾄ）雨で１

１時に中止 

８月計 1,718  812  906  243    

2015/9/6 467  314  153  97  雨のため１５時に中止 

2015/9/13 620  413  207  94    

2015/9/20 783  588  195  118    

2015/9/21 760  557  203  110  赤坂警察、銀杏並木で交通安全教室 

2015/9/22 821  601  220  104    

2015/9/23 728  543  185  96    

2015/9/27 0  0  0  0  雨中止 

９月計 4,179  3,016  1,163  619    

上半期合計 20,248  12,748  7,500  2,724    

2015/10/4 929  698  231  78  ぴっくあっぷ誌取材 

2015/10/11 0  0  0  0  雨で中止 

2015/10/12 2,010  728  1,282  115  
 

2015/10/18 1,253  770  483  115  銀杏並木：港区ｻｲｸﾘﾝｸﾞ大会 

2015/10/25 1,104  688  416  113  ﾗｲﾄﾞ青山、ﾃﾞｻﾞｲﾅｰｽﾞｳｨｰｸ 

10 月計 5,296  2,884  2,412  421    

2015/11/1 1,167  732  435  112  
ﾗｲﾄﾞ青山（銀杏並木） 

ｵﾗｸﾙﾁｬﾘﾃｨｰﾗﾝ(歩道) 

2015/11/3 998  721  277  112  
FM横浜ﾗｯｷｰﾐｰ取材､ｳｪﾌﾞｻｲﾄ SPOT ｽﾎﾟ

ｰﾂ取材 

2015/11/8 0  0  0  0  雨のため中止 

2015/11/15 0 0 0 0 
雨のため中止、ＦＭ横浜「ﾗｯｷｰﾐｰ」自転

車教室ｵﾝｴｱｰ 
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2015/11/22 1,841  1,039  802  115  
11/14～12/6外苑銀杏まつり､沿線ぴっくあっぷ

11 月号掲載 

2015/11/23 480  292  188  61  小雨開催、春夏秋冬ぴあ誌掲載 

2015/11/29 1,212  956  256  114  
12/1 ﾃﾚﾋﾞ東京「L4You」タダ得情報で

紹介 

１１月計 5,698  3,740  1,958  514    

2015/12/6 759  499  260  55  
 

2015/12/13 123  67  56  39  青山走ろう会（一車線 10：30 まで） 

2015/12/20 732  477  255  102  神宮外苑ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ午前11時まで(歩道) 

2015/12/23 280  116  164  30  一時雨 

2015/12/27 650  458  192  100  年内最終日 

１２月計 2,544  1,617  927  326    

2016/1/10 939  655  284  116  年始初日 

2016/1/11 756  534  222  110    

2016/1/17 765  546  219  101  春夏秋冬ぴあ掲載 

2016/1/24 583  399  184  72  
 

2016/1/31 0  0  0  0  練馬区子育てらくらくお出かけ集掲載 

１月計 3,043  2,134  909  399    

2016/2/7 668  450  218  101    

2016/2/11 637  430  207  86  銀杏並木：建国ﾊﾟﾚｰﾄﾞ 

2016/2/14 0  0  0  0    

2016/2/21 762  540  222  110   

2016/2/28 848  552  296  108    

２月計 2,915  1,972  943  405    

2016/3/6 654  430  224  81  
 

2016/3/13 0  0  0  0  外苑ｸﾘﾃﾘｳﾑで中止 

2016/3/20 787  567  220  112  
 

2016/3/21 642  422  220  95  
ラジオ「スマートペダルプロジェクト」反射

板配布 

2016/3/28 796  588  208  121  
 

３月計 2,879  2,007  872  409    

下半期合計 22,375  14,354  8,021  2,474  0  

総合計 42,623  27,102  15,521  5,198  0  

※受講者数は貸出車数の内数 
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○事業の様子 

・平成27年5月6日撮影、日本青年館取り壊し前 

・乗り方教室受付看板      一般貸し出し受付看板 

  

 

・乗り方教室未就学クラスの様子      乗り方教室小学生以上クラスの様子 

  
 

・平成２７年１１月１日撮影、国立競技場、日本青年館取り壊し後 
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・ライド青山（銀杏並木イベント）の様子 

  

 

 9 自転車の広報事業 

https://www.j-cycling.org/about/cj.html 

サイクリング情報季刊誌「CYCLING Japan」を年4回発行し、本誌が広く一般に購読さ

れるよう、日本サイクルスポーツセンター、自然公園財団に属する公園等の集客施設、

サイクリングターミナル、ユースホステル、休暇村等の宿泊施設及び本会賛助会員に

送付した他、本会主催のサイクリング大会において配布を行った。 

○CYCLINGjapan2015夏号No482 

・巻頭コースガイドは奥入瀬～十和田湖  ・連載絹代商品研究所はレインウエア類 
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・連載キング三浦和、小林茂基氏     ・自転車人は松田自転車工場の松田志行氏 

  
 

・上級者向け自転車整備はＢＢ部     ・競輪補助事業紹介は（一社）日本情報教育 

                     情報化振興会 

  

 

○CYCLINGjapan2015秋号No483 

・巻頭コースガイドは館林        ・連載絹代商品研究所はオリジナルウエア 
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・連載キング三浦和、小林茂基氏     ・自転車人はCYCLING親善大使吉澤ひとみ氏 

  
 

・上級者向け自転車整備はタイヤ     ・競輪補助事業紹介は（一財）国際貿易投資 

                     研究所 

  
 

○CYCLINGjapan2015冬号No484 

・巻頭コースガイドは秩父七福神巡り   ・連載絹代商品研究所はライト類 

  
 

 

 

 

 

 



（別紙５） 
 

・連載小林茂基氏 自転車活用推進法案  ・自転車人はウィーラースクール中島隆章氏 

  

 

・上級者向け自転車整備は内臓ケーブル  ・競輪補助事業紹介は九州工業大学高嶋准教 

                     授の極小カテーテル型触感センサー研究 

  

 

○CYCLINGjapan2016春号No485 

・巻頭コースガイドは北海道網走    ・連載絹代商品研究所はカラフルタイヤ 
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・連載キング三浦和、小林茂基氏     ・自転車人は元五輪選手田代恭崇氏 

  

 

・上級者向け自転車整備はアヘッド部  ・競輪補助事業紹介は（社福）南風会青梅学園 

                    の車椅子用福祉車両 

  

 

２ 予想される事業実施効果 

   1 指導者の育成等事業 

     無謀自転車運転者による事故の増加や高額な賠償が社会問題化し、健康、環境

指向の高まりを背景に、スポーツバイク愛好者の増加が依然として続いている。 

     また、地方自治体は地域住民のための自転車乗用安全教室や健康のための初心

者向けサイクリングの開催が求められ、サイクリングを観光施策や地域振興策と

して採用する地方自治体も益々増えている。こうした状況から、指導者の育成は、

サイクリング催事を熟知した開催要員としての人材の養成が広く求められている

ことへの対応策となる。 

   2 サイクリング大会開催事業（全国サイクリング大会） 

     参加者数が1000人規模の開催のノウハウが地域に残される体制で、地域の特色

を生かした大会を開催することにより、若干規模の縮小はあるが、補助金による

支援を受けなくても継続して開催されることが期待される。 
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   3 サイクリング大会開催事業（ブロックサイクリング大会） 

     参加者数が300人規模の開催のノウハウが地域に残される体制で、地域の特色を

生かした大会を開催することにより、若干規模の縮小はあるが、補助金による支

援を受けなくても継続して開催されることが期待される。 

   4 サイクリング大会開催事業（県サイクリング大会） 

     安全・安心で手軽な様々な形態のサイクリング大会を全国各地域に提供するこ

とにより、参加者の自転車乗用安全意識も全国レベルで高まることが期待される。 

     また、手軽な健康維持の手段として、参加者に自転車乗用の有用性を再認識し

てもらう機会となる。 

   5 特別普及奨励事業（蔵王ヒルクライム大会の開催） 

     2015大会は、地元実行委員会の意向を受け、本会も開催の中止を了承した。 

   6 特別普及奨励事業（Ｍｔ．ＦＵＪＩエコサイクリング大会の開催） 

     富士山や富士五湖の景観に身近に接することができ、また橋やトンネル、適度

のアップダウンがある変化に富んだコースは初心者にも好評だったことから、今

後サイクリングの魅力を広く一般にアピールする大会として活用されていくこと

が期待される。 

   7 特別普及奨励事業（耐久自転車競技大会の開催） 

     他の同種の大会より競技性が薄く、安全であることから、昨年に引き続きプロ

ショップの顧客サービス、顧客拡大の場としても活用されるようになっている。

また、ソロ部門（単独走）を設けていることにより、トライアスロン愛好者から

は絶好の練習の場として注目されている。本大会は、手軽に安全に自転車競技を

経験できる大会の模範となり、今後同種の大会の拡大が予想される。 

   8 神宮外苑サイクリングコース運営事業 

     今年も日本学生自転車競技連盟のレースである「明治神宮外苑大学クリテリウ

ム」が開催され、普段自転車競技に触れる機会がない一般の方々に、都内の一等

地において身近にサイクルスポーツの迫力を感じてもらうことができる。今後も、

企業なども注目している「銀杏並木道路」を中心にサイクリング及びサイクルス

ポーツに関する情報発信の場として様々な利用方法が期待できる。 

   9 自転車の広報事業 

     巻頭に掲載しているサイクリングコース紹介については、地方自治体やコンベ

ンションビューローなどの観光組織から当該地域のコース紹介の希望が寄せられ

ており、依然として高い関心を得ている。 



（別紙５） 
 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

8 神宮外苑サイクリングコース運営事業 

   https://www.j-cycling.org/jingu.html 

・案内パンフレット表面          裏面 

  

 

   9 自転車の広報事業 

    https://www.j-cycling.org/about/cj.html 

    CYCLINGjapan2015夏号No482 

    CYCLINGjapan2015秋号No483 

    CYCLINGjapan2015冬号No484 

    CYCLINGjapan2016春号No485 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

☆☆☆☆☆☆  http: https://www.j-cycling.org/about/teach.html 

1 指導者の育成等事業 

     養成講習会受講者用 テキスト 

https://www.j-cycling.org/jingu.html
https://www.j-cycling.org/about/cj.html


（別紙５） 
 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人日本サイクリング協会（コウエキザイダンホウジンニホ

ンサイクリングキョウカイ） 

住   所： 〒１４１-８６６３ 

東京都品川区上大崎３－３－１ 

代 表 者： 会長 谷垣 禎一（タニガキサダガズ） 

担 当 部 署： 事務局（ジムキョク） 

担 当 者 名： 事務局長小林博（ジムキョクチョウコバヤシヒロシ） 

電 話 番 号： ０３－５７９３－３１９０ 

F A X： ０３－５７９３－３１９９ 

E - m a i l： jca＠j-jycling.org 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.j-cycling.org 


